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郷
土
・
福
岡
が
生
ん
だ
憂
国
の
政
治
家
、
中
野
正
剛
先

生
の
ご
遺
徳
を
顕
彰
す
る
「
中
野
正
剛
先
生
顕
彰
祭
」
＝

中
野
正
剛
先
生
顕
彰
会
主
催
＝
が
昨
年
十
月
二
十
二
日
、

福
岡
市
中
央
区
今
川
一
丁
目
、
鳥
飼
八
幡
宮
境
内
に
立
つ

中
野
先
生
の
銅
像
前
で
行
わ
れ
た
。

有
さ
ん
一
門
の
剣
舞
で
、
中
野

先
生
の
ご
遺
徳
を
讃
え
た
。

　

同
顕
彰
会
の
吉
村
剛
太
郎
会

長
（
参
議
院
議
員
）
は
挨
拶
で

「
今
の
混
沌
の
時
代
を
、
中
野

先
生
だ
っ
た
ら
、
ど
う
ご
覧
に

な
り
、
ど
う
行
動
な
さ
っ
た
だ

ろ
う
か
。
私
た
ち
も
、
確
か
な

目
で
社
会
を
見
つ
め
た
い
」
と

述
べ
た
。

　

席
上
、
木
戸
氏
の
卓
話
が
あ

り
、
中
野
先
生
の
銅
像
制
作
に

ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
が

披
露
さ
れ
た
。（
二
面
に
詳
報
）

　

ま
た
、
玄
洋
社
記
念
館
へ
の

中
野
先
生
の
書
の
掛
け
軸
の
寄

贈
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
の
は
、
福
岡
市

中
央
区
鳥
飼
三
の
松
田
洋
子
さ

ん
。
書
は
「
風
雷
震
萬
峯
」。

松
田
さ
ん
の
ご
主
人
の
父
、
伊

三
氏
が
所
蔵
し
て
お
ら
れ
た
。

　

松
田
家
は
、
昔
、
庄
屋
を
し

て
お
ら
れ
た
地
域
の
名
望
家

で
、
伊
三
氏
は
中
野
先
生
、
緒

方
竹
虎
先
生
ら
と
の
親
交
が

あ
っ
た
と
い
う
。

　

そ
れ
ぞ
れ
酒
肴
を
楽
し
み
な

が
ら
語
り
合
い
、
和
や
か
な
ひ

と
時
を
す
ご
し
た
。

混沌の今、胸中はいかに

厳粛に中野正剛先生顕彰祭

　

色
づ
き
始
め
た
木
々
に
囲
ま

れ
た
会
場
に
、
顕
彰
会
会
員
な

ど
約
四
十
人
が
出
席
し
た
。
ま

た
、
同
日
は
、
中
野
先
生
の
銅

像
の
作
者
、
彫
刻
家
の
木
戸
龍

一
氏
が
平
成
十
七
年
度
の
「
福

岡
市
文
化
賞
」
を
受
賞
さ
れ
た

の
を
祝
し
て
お
招
き
し
た
。

　

式
典
は
、
石
井
伸
治
さ
ん

（　

）＝
福
岡
市
博
多
区
冷
泉

２４２
、
会
社
員
＝
の
力
強
い
法
螺

貝
の
吹
鳴
で
開
始
さ
れ
た
。

　

石
井
さ
ん
は
奈
良
県
・
大
峯

山
で
法
螺
貝
を
習
得
。
玄
洋
社

記
念
館
関
連
の
行
事
の
際
に
ご

協
力
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

同
八
幡
宮
の
山
内
勝
二
郎
宮

司
に
よ
り
慰
霊
・
顕
彰
の
神
事

が
執
り
行
わ
れ
た
。

　

中
野
先
生
の
書

　

松
田
さ
ん
寄
贈

　

式
典
の
あ
と
は
、
参
集
殿
に

会
場
を
移
し
、
直
会
（
な
お
ら

い
）
が
開
か
れ
た
。

　

冒
頭
、
筑
前
琵
琶
旭
会
、
内

藤
旭
美
さ
ん
の
献
奏
、
北
園
義

中
野
先
生
の
銅
像
の
前
で
行
わ
れ
た
顕
彰
祭

吉
村
会
長
に
紹
介
さ
れ
る
松
田
さ
ん
○右
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木
戸
龍
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福
岡
市
文
化
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２
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▽
頭
山
翁
の
「
今
様
」
も
披
露
＝
２
面

▽
賛
助
会
員
募
集
案
内
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２
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▽
玄
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記
念
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事
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決
ま
る
＝
３
面

▽
石
瀧
氏
、
ネ
ッ
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で
「
玄
洋
社
員
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簿
」
公
開
＝
５
面

今号の主な内容
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治
さ
ん
。

　

千
尋
の
城
も
時
あ
り
て

　
　

煙
と
消
え
し
例
し
あ
り

　

こ
の
武
士
の
勲
し
を

　
　

萬
代
ま
で
も
残
す
の
み

　
「
残
す
の
み
、
と
言
い
切
っ

た
と
こ
ろ
に
、
頭
山
翁
の
決
意

が
あ
る
」
と
浅
野
館
長
は
解
説

し
た
。

　

参
会
者
は
、
酒
肴
を
楽
し
み

な
が
ら
玄
洋
社
諸
先
覚
の
偉
業

な
ど
を
語
り
合
っ
た
。

（
写
真
は
本
堂
で
の
法
要
○上
 

と

今
様
の
吟
詠
）

　
「
司
書
会
」

　
　
司
書
公
を
追
悼

　
「
加
藤
司
書
公
並
び
に
勤
皇

党
諸
烈
士
追
悼
会
」
が
昨
年
十

月
二
十
五
日
、
司
書
公
の
菩
提

寺
、
福
岡
市
博
多
区
御
供
所
の

節
信
院
で
行
わ
れ
た
。
加
藤
司

書
会
の
主
催
。

　

司
書
公
は
、
黒
田
藩
の
勤
皇

家
の
家
老
。
藩
論
の
迷
走
の
犠

牲
と
な
っ
た
。

　

喜
納
浩
一
住
職
を
導
師
に
、

司
書
公
と
筑
前
勤
皇
党
烈
士
を

追
悼
し
た
。

　
「
皇
御
國
の
武
士
は　

如
何

な
る
事
を
か
勤
む
可
き
…
」

　

吟
道
宰
都
館
の
一
門
の
方
々

が
民
謡
「
黒
田
節
」
で
知
ら
れ

る
司
書
公
自
作
の
今
様
を
連
吟

し
て
、
司
書
公
を
偲
ん
だ
。

　

中
野
正
剛
先
生
、
玄
洋
社
記

念
館
の
創
設
者
・
進
藤
一
馬
先

生
の
銅
像
を
制
作
し
た
彫
刻
家

で
九
州
造
形
短
期
大
学
名
誉
教

授
の
木
戸
龍
一
氏
が
、
地
元
に

縁
の
深
い
人
物
像
を
制
作
す
る

な
ど
、
彫
刻
を
通
じ
て
市
の
文

化
の
向
上
、
発
展
に
大
き
く
貢

献
し
た
と
し
て
、
平
成
十
七
年

度
の
福
岡
市
文
化
賞
を
受
賞
さ

れ
た
。

　

中
野
先
生
像
は
、
昭
和
五
十

九
年
十
月
の
完
成
。
銅
像
建
設

期
成
会
会
長
で
当
時
福
岡
市
長

の
進
藤
先
生
が
木
戸
氏
に
制
作

を
依
頼
し
た
。

　

市
美
術
館
南
庭
に
建
つ
進
藤

先
生
の
像
は
平
成
四
年
十
一
月

の
完
成
。
進
藤
先
生
が
福
岡
市

名
誉
市
民
の
称
号
を
受
け
ら
れ

た
記
念
に
建
立
さ
れ
た
。

　

昨
年
十
月
二
十
二
日
の
中
野

正
剛
先
生
顕
彰
祭
に
招
か
れ
、

挨
拶
を
し
た
木
戸
氏
は
「
受
賞

に
は
中
野
、
進
藤
両
先
生
の
像

の
制
作
が
大
き
く
評
価
さ
れ
た

と
思
う
」
と
い
い
、
中
野
先
生

像
の
制
作
に
ま
つ
わ
る
苦
労
話

を
披
露
し
た
＝
写
真
。

　
「
銅
像
を
建
て
る
場
所
が
北

向
き
で
逆
光
線
に
な
る
。
顔
の

角
度
や
体
の
向
き
に
、
口
で
は

い
え
な
い
苦
労
を
し
た
」「
中

野
先
生
は
常
に
杖
を
つ
い
て
い

た
。
私
は
進
藤
先
生
に
相
談
し

て
腰
に
手
を
あ
て
た
、
杖
な
し

の
姿
に
し
た
。
肖
像
は
、
そ
の

人
の
人
間
性
を
表
現
す
る
も
の

だ
。
中
野
先
生
の
息
子
さ
ん
や

緒
方
竹
虎
先
生
の
書
物
な
ど
を

読
ん
で
中
野
先
生
の
イ
メ
ー
ジ

を
解
釈
し
た
」

　

ニ
ュ
ー
ス
映
画
の
中
野
先
生

の
演
説
の
姿
も
、
何
度
も
見
て

研
究
し
た
と
い
う
「
今
年
六
十

八
歳
。
気
力
、
体
力
は
充
実
し

て
い
る
。
今
後
も
良
い
作
品
を

作
り
た
い
」
と
結
ん
だ
。

（
一
面
参
照
）

中
野
先
生
・
進
藤
先
生
の
銅
像
を
制
作

木
戸
龍
一
氏
に
市
文
化
賞

頭山満翁並びに玄洋社物故者墓前祭

頭山翁の「今様」も披露

　
「
頭
山
満
翁
並
び
に
玄
洋
社

物
故
者
墓
前
祭
」
＝
��
明
道
会

主
催
＝
が
昨
年
十
月
二
日
、
玄

洋
社
墓
地
の
あ
る
福
岡
市
博
多

区
千
代
四
丁
目
の
崇
福
寺
本
堂

で
行
わ
れ
た
。

　

祭
壇
に
は
頭
山
翁
の
座
像
と

中
野
正
剛
先
生
の
位
牌
が
祭
ら

れ
、
僧
侶
の
読
経
が
流
れ
る
と

堂
内
は
厳
粛
な
雰
囲
気
に
包
ま

れ
た
。

　

祭
主
の
山
崎
拓
・
明
道
会
理

事
長
（
自
民
党
前
副
総
裁
）
は

「
参
会
者
の
玄
洋
社
を
大
切
に

す
る
心
に
感
謝
す
る
。
先
人
の

ご
遺
徳
を
偲
び
つ
つ
、
頭
山
翁

が
掲
げ
た
大
思
想
を
正
し
く
受

け
継
ぎ
、
玄
洋
社
精
神
を
体
し

て
国
運
の
向
上
に
努
め
た
い
」

と
挨
拶
し
た
。

　

直
会
（
な
お
ら
い
）
の
席

で
、
��
玄
洋
社
記
念
館
の
浅
野

秀
夫
館
長
が
、
法
螺
貝
の
吹
鳴

に
乗
せ
て
頭
山
翁
が
愛
唱
さ
れ

た
頭
山
翁
自
作
の
今
様
を
吟
じ

た
。
法
螺
貝
は
玄
洋
社
記
念
館

賛
助
会
員
の
会
社
員
、
石
井
伸

賛
助
会
員
募
集

　
「
玄
洋
社
」
は
、
明
治
十
二

年
、
頭
山
満
、
進
藤
喜
平
太
、

平
岡
浩
太
郎
、
箱
田
六
輔
ら
若

い
情
熱
と
活
気
に
あ
ふ
れ
た
精

鋭
た
ち
に
よ
っ
て
福
岡
で
創
設

さ
れ
、
自
由
民
権
の
普
及
に
献

身
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
独
立
に
情

熱
を
注
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
創
立

の
経
緯
と
波
瀾
に
富
ん
だ
活
動

の
足
ど
り
は
、
近
代
福
岡
を
語

る
上
で
欠
か
せ
な
い
存
在
で

す
。

　
「
玄
洋
社
記
念
館
」
は
、
終

戦
に
伴
う
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
解
散
命
令

に
よ
っ
て
、
最
後
の
玄
洋
社
社

長
と
な
ら
れ
た
故
進
藤
一
馬
先

生
（
元
衆
議
院
議
員
、
福
岡
市

長
）
が
「
玄
洋
社
の
姿
を
正
し

く
後
世
に
伝
え
る
」
た
め
に
昭

和
五
十
三
年
十
一
月
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

　

書
や
書
籍
、
写
真
な
ど
、
玄

洋
社
の
偉
大
な
足
跡
を
伝
え
る

資
料
を
収
集
し
公
開
展
示
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
玄
洋
社
関
係

諸
先
覚
の
顕
彰
事
業
も
定
期
的

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
玄
洋
社
記
念
館
」
は
、
賛

助
会
の
会
員
の
皆
様
の
賛
助
会

費
に
よ
っ
て
維
持
、
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
度
「
玄
洋
社

記
念
館
」
の
基
盤
を
強
固
に

し
、
活
動
を
一
層
充
実
さ
せ
る

た
め
賛
助
会
員
の
拡
大
を
図
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
趣
旨

を
ご
理
解
の
う
え
、
一
人
で
も

多
く
の
方
に
「
玄
洋
社
記
念

館
」
の
活
動
を
ご
支
援
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

現
在
の
賛
助
会
員
の
皆
様
に

は
、
新
会
員
を
お
誘
い
く
だ
さ

る
よ
う
、
切
に
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

　

社
団
法
人
玄
洋
社
記
念
館

理
事
長　

久
保
田
秀
己

　

賛
助
会
費
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
年
間
）

　

▼
法
人
・
団
体
＝
一
口

三
万
円

　

▼
個
人
＝
一
口
一
万
円

　

賛
助
会
に
入
会
ご
希
望

の
方
は
玄
洋
社
記
念
館
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
資
料

を
お
送
り
致
し
ま
す
。

　

宛
先
は
次
の
と
お
り
で

す
。
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相
撲
大
会
と
総
選
挙

〈４９〉

　

其
の
中
に
た
だ
一
つ
、
栃
錦
関
の
激
励
の
辞
が
、
自
分
に

は
一
と
き
は
光
っ
て
眼
に
止
ま
っ
た
。

　

長
女
洋
子
さ
ん
が
、
病
床
の
母
に
代
わ
っ
て
演
壇
に
立
ち
、

福
岡
市
民
に
對
す
る
深
甚
の
謝
辞
を
贈
っ
た
の
に
は
、
満
場

覚
え
ず
喝
采
の
拍
手
を
浴
び
せ
た
。

　

旁
々
此
の
機
に
触
れ
て
、
栃
錦
関
の
相
撲
ブ
リ
を
一
度
見

た
い
も
の
だ
と
云
う
、
好
奇
心
が
む
ら　
　

と
動
い
て
、
そ

の
日
自
分
は
妻
を
帯
し
て
、
い
そ　
　

と
會
場
の
國
技
館
に

出
か
け
た
。

　

取
組
開
始
、
午
後
〇
時
三
十
分
と
謂
う
の
に
、
午
前
十
一

時
半
、
場
内
は
一
、
二
階
、
雛
段
と
も
、
文
字
通
り
立
錐
の

余
地
も
な
い
大
入
り
満
員
の
盛
況
で
、
白
シ
ャ
ツ
や
白
扇
の

さ
ざ
波
に
覆
わ
れ
て
い
た
。

　

先
ず
序
二
段
、
三
段
目
か
ら
、
飛
付
五
人
抜
き
の
元
気
な

角
力
を
二
回
ま
で
も
繰
り
返
し
、『
初
切
』
の
敏
活
で
滑
稽

味
あ
ふ
る
ゝ
餘
興
相
撲
に
腹
の
皮
を
よ
じ
ら
せ
、
そ
れ
か
ら

幕
下
相
撲
に
入
り
、
再
び
初
切
の
茶
目
っ
気
な
餘
技
に
移
っ

た
訳
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
主
催
者
を
代
表
し
て
、
河
合
警
視
総
監
の
懇
切
な

挨
拶
が
あ
り
、
終
っ
て
十
両
力
士
の
荘
重
な
る
土
俵
入
の
一

幕
を
經
て
、
本
場
所
で
も
滅
多
に
見
ら
れ
な
い
、『
相
撲
甚

句
』
の
朗
々
た
る
名
調
子
が
続
い
た
。
美
事
な
化
粧
廻
し
に

身
を
飾
っ
た
、
大
小
七
人
の
お
相
撲
さ
ん
が
、
一
人
の
と
り

的
を
中
に
し
て
、
或
い
は
高
く
、
或
い
は
低
く
、
寂
び
の
籠
っ

た
抑
揚
の
あ
る
聲
音
で
唄
う
数
々
の
歌
に
は
、
観
衆
も
覚
え

ず
歓
呼
の
拍
手
を
送
っ
た
。
就
中
、
結
び
の
一
番
と
も
言
う

べ
き
、
地
方
巡
業
の
最
後
の
お
別
れ
の
歌
な
ど
、
誠
に
泪
ぐ

ま
し
い
お
角
力
さ
ん
の
気
持
を
良
く
謡
ひ
盡
く
し
得
て
、

そ
ヾ
ろ
惜
別
の
情
に
堪
え
な
い
情
感
に
溢
れ
て
い
た
。

　
　

進
藤　

守
康
（
遺
稿
）

進
藤
喜
平
太
の
思
い
出 

帰
ら
ざ
る
父
を
憶
う

帰
ら
ざ
る
父
を
憶
う 

帰
ら
ざ
る
父
を
憶
う 

玄　　　　　　　　　洋 第　９３　号（３）平成１８年１月１日

は
、
福
岡
市
な
ど
で
開
催
さ
れ

た
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
０

５
」
の
総
合
開
会
式
に
ご
臨
席

の
た
め
常
陸
宮
、
同
妃
両
殿
下

が
ご
来
福
。
妹
尾
理
事
は
御
夕

食
会
に
も
出
席
し
た
。

　

妹
尾
理
事
は
、
玄
洋
社
記
念

館
の
前
理
事
長
、
故
妹
尾
憲
介

氏
の
ご
長
男
。
憲
介
氏
も
昭
和

三
十
年
か
ら
連
続
八
期
、
福
岡

市
議
会
議
員
を
務
め
、
そ
の
う

ち
四
十
二
年
か
ら
六
年
間
、
市

議
会
議
長
を
務
め
て
お
ら
れ
、

父
子
二
代
の
議
長
に
な
る
。

　

昨
年
秋
、
皇
族
方
の
福
岡
市

ご
訪
問
が
相
次
ぎ
、
福
岡
市
議

会
議
長
の
玄
洋
社
記
念
館
理
事
・

妹
尾
俊
見
氏
は
、
福
岡
空
港
で

の
お
出
迎
え
、
お
見
送
り
、
御

視
察
先
へ
の
随
従
な
ど
、
重
要

な
役
目
を
果
た
し
た
。

　

同
市
が
主
催
す
る
第
十
六
回

福
岡
ア
ジ
ア
文
化
賞
授
賞
式
が

九
月
十
五
日
に
行
わ
れ
、
秋
篠

宮
、
同
妃
両
殿
下
が
ご
臨
席
さ

れ
た
。
両
殿
下
は
そ
の
後
、
同

市
で
開
催
さ
れ
た
全
国
都
市
緑

化
祭
の
記
念
祝
賀
会
に
ご
臨
席

さ
れ
た
。

　

翌
十
六
日
は
全
国
都
市
緑
化

祭
の
会
場
で
記
念
植
樹
を
さ
れ

る
両
殿
下
と
の
御
昼
食
会
が
開

か
れ
妹
尾
理
事
も
出
席
し
た
。

　

十
月
十
三
日
に
は
皇
太
子
殿

下
が
ご
来
福
に
な
り
、
さ
る
三

月
の
福
岡
県
西
方
沖
地
震
で
被

災
し
た
福
岡
市
・
玄
界
島
の

人
々
が
住
む
仮
設
住
宅
を
ご
視

察
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
十
一
月
十
一
日
に

皇
族
方
の
ご
来
福
相
次
ぐ

水産物仲卸業界の発展に寄与

安部理事、藍綬褒章を受章
　

昨
年
の
春

の
褒
章
で
、

玄
洋
社
記
念

館
の
安
部
泰

宏
理
事
（
㈱

ア
キ
ラ
水
産

代
表
取
締
役

社
長
、
全
国

水
産
物
卸
組

合
連
合
会
副

会
長
な
ど
）

が
、
多
年
に

わ
た
り
水
産

物
仲
卸
業
に

携
わ
り
、
業
界
の
発
展
に
寄
与

し
た
功
績
で
藍
綬
褒
章
を
受

章
。
同
年
八
月
二
十
日
、
福
岡

市
早
良
区
の
Ｊ
Ａ
Ｌ
リ
ゾ
ー

ト
・
シ
ー
ホ
ー
ク
ホ
テ
ル
福
岡

で
、
受
章
を
祝
う
会
が
盛
大
に

催
さ
れ
た
。

　

出
席
者
は
全
国
各
地
か
ら
八

百
人
を
超
え
、
そ
の
顔
ぶ
れ
も

業
界
は
も
と
よ
り
政
・
財
・
官

さ
ら
に
は
プ
ロ
野
球
福
岡
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
の
王
貞
治

監
督
も
と
多
彩
を
極
め
、
安
部

理
事
の
交
友
の
広
さ
を
物
語
っ

て
い
た
。

　

祝
う
会
の
発
起
人
代
表
、
梅

野
弘
幸
氏
（
㈱
福
岡
魚
市
場
代

表
取
締
役
社
長
）
は
「
受
章
は

同
じ
鮮
魚
市
場
に
働
く
私
た
ち

に
も
、
こ
の
上
な
い
名
誉
で
敬

意
を
表
す
る
。
副
社
長
、
公
子

夫
人
の
内
助
の
功
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
」
と
挨
拶
。
安
部
理
事

は
「
家
内
ば
か
り
が
ほ
め
ら
れ

私
の
こ
と
は
出
な
い
が
、
家
庭

の
平
和
に
は
こ
れ
が
い
い
」
と

会
場
を
沸
か
せ
「
業
界
で
の
受

章
は
私
が
初
め
て
。
後
進
の

方
々
に
道
を
つ
け
た
と
思
っ
て

い
る
。
今
後
も
魚
食
の
普
及
に

貢
献
し
た
い
」
と
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
た
。

　

鏡
開
き
や
祝
い
舞
の
披
露
な

ど
が
あ
っ
た
。

　

平
成
十
八
年
の
玄
洋
社
記
念

館
と
関
連
団
体
の
行
事
日
程
が

次
の
よ
う
に
決
ま
っ
た
。
参
加

費
な
ど
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
先

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

■
廣
田
弘
毅
先
生
顕
彰
祭

（
��
廣
田
弘
毅
記
念
青
少
年
育

成
会
主
催
）

　

【
日
時
】
五
月
二
十
日
�˝
午

前
十
一
時
【
場
所
】
福
岡
市
中

央
区
城
内
五
、
廣
田
先
生
銅
像

前
（
雨
天
の
場
合
は
福
岡
県
護

国
神
社
＝
銅
像
向
か
い
側
＝
参

集
殿
）
【
問
い
合
わ
せ
先
】
��

０
９
２
・
７
７
１
・
３
２
０
３

　

■
明
治
十
年
福
岡
の
変
・
招

魂
祭
（
��
明
道
会
主
催
）

　

【
日
時
】
六
月
四
日
�˙
午
前

十
一
時
【
場
所
】
福
岡
市
中
央

区
平
和
三
、
平
尾
霊
園
「
魂
の

碑
」
苑
【
問
い
合
わ
せ
先
】
��

０
９
２
・
７
６
１
・
２
５
８
０

　

■
頭
山
満
翁
並
び
に
玄
洋
社

物
故
者
墓
前
祭
（
��
明
道
会
主

催
）

　

【
日
時
】
十
月
一
日
�˙
午
前

　

挨
拶
す
る
安
部
理
事
と

　

公
子
夫
人

十
一
時
【
場
所
】
福
岡
市
博
多

区
千
代
四
、
崇
福
寺
【
問
い
合

わ
せ
先
】
��
０
９
２
・
７
６

１
・
２
５
８
０

　

■
中
野
正
剛
先
生
顕
彰
祭

（
中
野
正
剛
先
生
顕
彰
会
主

催
）

　

【
日
時
】
十
月
二
十
一
日
�˝

午
前
十
一
時
【
場
所
】
福
岡
市

中
央
区
今
川
一
、
鳥
飼
八
幡
宮

境
内
中
野
先
生
銅
像
前
【
問
い

合
わ
せ
先
】
��
０
９
２
・
７
７

１
・
３
２
０
３

　

■
加
藤
司
書
公
並
び
に
勤
皇

党
諸
烈
士
追
悼
会
（
加
藤
司
書

会
主
催
）

　

【
日
時
】
十
月
二
十
五
日
�˚

午
後
二
時
【
場
所
】
福
岡
市
博

多
区
御
供
所
、
節
信
院
【
問
い

合
わ
せ
先
】
��
０
９
２
・
２
８

１
・
４
１
８
２

　　
訂
正　　

九
月
一
日
号
七
面
の

「
咲
き
誇
る
『
桧
原
桜
』」
の

記
事
と
見
出
し
で
、
和
歌
を
つ

く
っ
た
の
は
中
学
生
と
あ
る
の

は
、
小
学
生
の
誤
り
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

妹
尾
理
事（　
　

）、お
出
迎
え

市
議
会

議　

長

仮設住宅の被災者を見舞われる皇
太子殿下。○左 が随従の妹尾理事

平
成　

年
の
行
事
日
程　

18
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再 録

柳　

猛
直

来
島　
恒
喜
小
伝　

風

蕭

々

風　

蕭　

々

　

ふ
だ
ん
、
こ
の
あ
た
り
は
人

通
り
の
な
い
場
所
で
あ
り
、
日

も
暮
れ
か
か
っ
て
い
る
。「
ヘ

ン
だ
な
」
と
思
っ
た
瞬
間
、
洋

服
の
男
は
馬
車
の
左
側
か
ら
駆

け
寄
っ
て
き
た
。

　

異
様
な
殺
気
を
感
じ
た
馭
者

は
馬
に
一
鞭
く
れ
る
と
一
旦
落

と
し
た
ス
ピ
ー
ド
を
あ
げ
て
門

内
に
走
り
込
も
う
と
し
た
。

　

そ
の
一
瞬
、
洋
服
の
男
は
馬

車
に
向
か
っ
て
走
り
な
が
ら
黒

い
円
筒
形
の
物
体
を
両
手
で

持
っ
て
す
く
い
上
げ
る
よ
う
な

形
で
投
げ
つ
け
た
。

　

大
音
響
と
と
も
に
爆
発
が
起

こ
り
、
あ
た
り
は
立
ち
込
め
る

硝
煙
に
包
ま
れ
た
。
爆
音
に
驚

い
た
馬
は
、
破
壊
さ
れ
た
馬
車

を
引
き
ず
っ
て
外
務
省
の
構
内

に
駆
け
込
む
。

　

車
中
で
は
大
隈
が
血
ま
み
れ

の
足
を
抱
く
よ
う
に
し
て
倒
れ

て
い
た
。
警
備
の
警
官
が
、
あ

わ
て
て
馬
車
に
駆
け
寄
る
。

　

一
方
、
門
外
に
走
り
出
た
警

官
は
、
そ
こ
に
立
っ
て
い
た
フ

ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
、
山
高
帽
の
紳

士
に
「
犯
人
は
ど
っ
ち
に
逃
げ

ま
し
た
か
」
と
聞
い
た
。

「
あ
っ
ち
の
方
に
逃
げ
ま
し

た
」
と
虎
の
門
の
方
を
指
さ

す
。

　

落
ち
着
き
払
っ
た
紳
士
の
態

度
に
、
警
官
は
、
こ
の
男
が
犯

人
と
は
思
わ
ず
虎
の
門
の
方
へ

走
っ
て
行
っ
た
。

　

フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
の
紳
士
―

来
島
恒
喜
は
右
手
を
高
く
上
げ

る
。
外
務
省
の
外
垣
の
一
隅
に

ひ
そ
ん
で
い
た
月
成
光
に
向

か
っ
て
「
事
成
れ
り
」
と
い
う

合
図
を
送
っ
た
の
だ
と
い
う
。

　

も
し
来
島
の
一
撃
が
失
敗
し

た
な
ら
ば
、
月
成
が
二
番
手
で

大
隈
を
襲
う
こ
と
に
な
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。
月
成
は
一
切
を

外
垣
の
陰
か
ら
じ
っ
と
見
つ
め

て
い
た
。

　

来
島
は
短
刀
の
鞘
を
払
う
と

左
の
耳
の
下
に
、
ぶ
っ
と
突
き

刺
し
た
。
そ
の
ま
ま
、
ぎ
り
ぎ

り
と
引
き
回
す
と
首
の
左
半
分

が
切
断
さ
れ
、
頸
動
脈
か
ら
噴

出
す
る
血
が
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト

の
胸
の
あ
た
り
一
面
を
見
る
間

に
真
っ
赤
に
染
め
て
流
れ
落
ち

た
。
来
島
の
体
は
そ
の
ま
ま
地

上
に
崩
れ
る
よ
う
に
倒
れ
た
。

　

月
成
光
の
回
想
に
よ
れ
ば

　

「
予
は
当
日
、
外
務
省
外
、

白
堊
連
壁
の
一
隅
に
あ
り
て
来

島
の
な
す
と
こ
ろ
を
見
た
り
、

大
隈
の
馬
車
轢
轆
（
れ
き
ろ

く
）
と
し
て
外
務
省
正
門
に
か

か
る
や
、
爆
弾
轟
然
、
白
煙

濛
々
た
り
。
来
島
は
お
も
む
ろ

に
歩
を
門
外
に
移
し
宮
城
に
向

か
っ
て
礼
拝
す
る
も
の
の
如
く

な
り
し
が
、
た
ち
ま
ち
匕
首

（
ひ
し
ゅ
＝
短
刀
）
を
も
っ
て

頸
を
截
つ
。
鮮
血
淋
漓
と
し
て

四
方
を
浸
し
鬼
哭
啾
々
悽
愴
の

気
人
に
迫
る
。
予
が
全
身
の
血

は
一
時
に
冷
却
し
去
り
た
る
か

と
思
う
。
か
く
て
予
も
来
島
の

合
図
に
よ
り
大
隈
既
に
斃
れ
た

り
と
思
い
た
れ
ば
、
や
む
な
く

遺
骸
を
残
し
、
外
務
省
裏
門
の

坂
を
上
り
清
国
公
使
館
の
前
に

出
で
踪
跡
を
く
ら
ま
す
。
見
す

見
す
旧
盟
の
屍
を
棄
て
て
遠
く

相
距
る
哀
悼
何
ぞ
堪
え
ん
や
」

（
頭
山
満
翁
正
伝
）

　

警
察
が
確
認
し
新
聞
が
報
道

し
た
来
島
の
死
体
の
状
況
は

「
面
長
く
し
て
鼻
高
く
眼
大
、

髪
は
長
く
左
右
に
分
け
眉
目
秀

麗
。
推
定
年
齢
二
十
五
、
六

歳
。
一
見
、
地
方
の
警
部
の
如

し
」
と
な
っ
て
い
た
。
な
お
死

顔
は
両
眼
を
開
い
た
ま
ま
だ
っ

た
と
い
う
。

　

警
備
の
警
官
が
投
弾
の
直
前

に
見
た
来
島
は
手
に
も
っ
て
い

た
絹
張
り
の
コ
ウ
モ
リ
傘
を
開

け
た
り
、
す
ぼ
め
た
り
し
て
い

た
と
い
う
。
傘
の
中
に
爆
弾
を

隠
し
て
い
た
の
で
、
す
ぐ
取
り

出
せ
る
よ
う
に
準
備
を
し
て
い

た
の
だ
ろ
う
。

　

フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
の
ポ
ケ
ッ

ト
の
中
に
自
分
の
写
真
を
も
っ

て
い
た
の
で
撮
影
し
た
写
真
館

を
調
べ
て
み
る
と
「
来
島
常

吉
」
と
名
乗
っ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
警
察
で
は
多
分
、

偽
名
で
あ
ろ
う
と
判
断
し
た
。

こ
の
判
断
は
半
分
当
た
っ
て
い

た
わ
け
だ
。

　

死
体
は
吊
り
台
に
乗
せ
て
警

視
庁
に
運
ば
れ
検
視
の
後
青
山

墓
地
に
仮
埋
葬
さ
れ
た
。

　

来
島
が
、
こ
の
時
着
て
い
た

フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
や
洋
傘
、
短

刀
は
、
後
に
崇
福
寺
に
納
め
ら

れ
た
。
短
刀
は
左
文
字
の
作
で

切
っ
先
に
刃
こ
ぼ
れ
が
あ
っ
た

の
は
自
殺
の
際
、
頸
部
を
引
き

回
し
た
切
っ
先
が
ネ
ク
タ
イ
を

止
め
た
金
具
に
当
た
っ
て
切
断

し
て
い
た
。
こ
の
時
に
刃
先
が

欠
け
た
ら
し
い
。

　

爆
弾
を
隠
し
て
い
た
絹
張
り

の
コ
ウ
モ
リ
傘
は
当
時
の
最
上

の
品
で
平
岡
浩
太
郎
の
も
の
で

あ
っ
た
と
も
い
う
が
的
野
半
介

に
よ
れ
ば
新
し
く
買
い
求
め
た

も
の
だ
と
い
う
。
服
の
ポ
ケ
ッ

ト
に
は
写
真
と
一
緒
に
二
十
銭

銀
貨
が
一
個
入
っ
て
い
た
。

　

暗
殺
決
行
の
十
八
日
朝
、
横

浜
で
来
島
に
別
れ
た
竹
下
篤
次

郎
は
来
島
が
白
い
下
着
を
着
け

て
い
る
の
で
不
審
に
思
っ
て

　
「
君
は
坊
主
の
ご
と
白
い
下

着
ば
着
と
る
が
、
な
ん
ご
と
か

い
な
」

　

と
聞
い
て
い
る
。
来
島
は

笑
っ
て

　
「
白
い
も
の
は
清
潔
で
衛
生

上
、
良
い
け
ん
な
ァ
」

　

と
言
っ
て
い
る
。
な
お
そ
の

時
　
「
お
れ
は
近
い
う
ち
に
新
し

い
商
売
ば
は
じ
め
る
」

　

と
い
っ
た
の
で

　
「
ま
た
八
百
屋
な
？
」

　

と
竹
下
が
ひ
や
か
す
と

　
「
い
や
違
う
。
も
う
お
れ
も

昔
の
来
島
じ
ゃ
な
い
。
と
い
う

て
威
張
る
ほ
ど
の
商
法
じ
ゃ
な

い
が
多
分
き
ょ
う
店
開
き
が
出

来
る
じ
ゃ
ろ
う
」

と
言
っ
た
。
竹
下
は
、
後
に

な
っ
て
一
々
、
思
い
当
た
る
こ

と
が
あ
っ
た
。

　

来
島
に
爆
弾
の
世
話
を
し
た

葛
生
玄　

が
十
八
日
の
夕
方
、

神
田
神
保
町
の
中
江
兆
民
を
訪

ね
て
話
し
込
ん
で
い
る
と
こ
ろ

へ
他
の
訪
客
が
来
て

　
「
い
ま
番
町
の
あ
た
り
を
車

（
人
力
車
）
で
通
っ
て
い
る
と

霞
ケ
関
の
方
向
で
大
砲
を
撃
っ

た
よ
う
な
音
が
し
て
巡
査
が
あ

わ
て
て
走
っ
て
い
っ
た
」

　

と
話
し
て
い
た
。
葛
生
が
中

江
の
家
を
出
て
「
日
本
」
新
聞

社
の
前
を
通
り
か
か
る
と
号
外

が
掲
示
し
て
あ
り

　
「
福
岡
県
人
来
島
某
が
大
隈

外
相
の
閣
議
の
帰
途
を
要
し
外

務
省
門
前
で
ピ
ス
ト
ル
を
も
っ

て
狙
撃
し
た
が
犯
人
は
直
ち
に

護
衛
の
た
め
に
斬
殺
さ
れ
大
臣

は
無
事
」

　

と
あ
っ
た
の
で
葛
生
は
が
っ

か
り
す
る
の
だ
が
先
ほ
ど
中
江

兆
民
宅
で
聞
い
た
�
霞
ケ
関
の

方
角
で
大
砲
を
撃
っ
た
よ
う
な

音
が
し
た
�
と
い
う
の
が
気
に

か
か
っ
て
い
た
。

　

そ
の
う
ち
に
各
社
の
号
外
が

次
々
に
出
そ
ろ
う
と
、
や
は
り

爆
弾
が
功
を
奏
し
た
こ
と
を

知
っ
て
ほ
っ
と
し
た
と
い
う
。

　

来
島
が
使
用
し
た
爆
弾
は
土

佐
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
。

　

当
時
、
土
佐
は
自
由
民
権
の

メ
ッ
カ
で
武
闘
派
の
中
に
は
爆

裂
弾
作
り
に
熱
中
す
る
も
の
が

多
く
、
相
当
威
力
の
あ
る
も
の

が
製
造
さ
れ
て
い
た
。

　

来
島
が
入
手
し
た
爆
弾
は
土

佐
の
宿
毛
の
山
県
房
吉
が
作
っ

た
も
の
で
房
吉
の
父
親
が
火
薬

の
製
造
業
を
し
て
い
た
の
で
彼

も
火
薬
の
扱
い
に
は
習
熟
し
て

い
た
。

　

こ
の
爆
弾
が
宿
毛
の
自
由
民

権
家
・
浜
田
三
孝
の
手
に
渡

り
、
浜
田
は
こ
れ
を
東
京
に
持

ち
込
ん
で
い
た
が
保
安
条
例
で

追
わ
れ
た
時
、
横
浜
の
墓
場
に

埋
め
て
お
い
た
。
そ
れ
を
掘
り

出
し
て
森
久
保
作
蔵
等
が
多
摩

の
山
中
の
岩
陰
に
隠
し
て
お
い

た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

爆
裂
弾
の
形
は
長
さ
五
寸

（
約
十
五
セ
ン
チ
）
直
径
一
寸

（
約
三
セ
ン
チ
）、
鉄
製
の
円

筒
形
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い

う
。

　

大
隈
は
馬
車
の
中
か
ら
爆
弾

が
飛
ん
で
来
る
の
を
見
て
お

り
、
の
ち
に
「
文
明
の
利
器
と

い
う
の
は
え
ら
い
も
ん
だ
。

ス
ー
と
黒
い
も
の
が
飛
ん
で
き

た
と
思
っ
た
ら
、
ド
ン
と
や
ら

れ
た
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

大
隈
は
右
足
に
重
傷
を
負
っ

て
い
た
が
生
命
に
別
条
は
な

か
っ
た
。
足
の
傷
は
右
の
膝
頭

か
ら
十
二
セ
ン
チ
ほ
ど
下
っ
た

内
側
と
、
同
じ
く
膝
頭
の
上
に

三
セ
ン
チ
の
内
側
に
あ
っ
た
。

外
見
は
さ
ほ
ど
重
傷
と
は
見
え

な
か
っ
た
が
中
の
骨
が
粉
砕
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　

◇

　　
訂
正　　

前
回
、
前
々
回
で

「
刺
客
」
を
誤
っ
て
「
死
客
」

と
表
記
し
て
い
ま
し
た
。
お
詫

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

爆
裂
弾
の
轟
音（
続
き
）
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本
紙
連
載
「
玄
洋
社
関
係
史

料
の
紹
介
」
の
筆
者
で
、
イ
シ

タ
キ
人
権
学
研
究
所
」
所
長
の

石
瀧
豊
美
氏
が
、
自
身
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
イ
シ
タ
キ
人
権
学

研
究
所
」（h

ttp
://w
w
w
5e.b

ig
lob
e.n
e.jp
/̃
isitak

i/

）
に
、

「
玄
洋
社
員
名
簿
」
の
ペ
ー
ジ

を
設
け
た
。

　

そ
の
趣
旨
は
、
同
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
記
さ
れ
て
い
る
の

で
、冒
頭
の
部
分
を
引
用
す
る
。

　
　
　
　
　

◇

　

こ
の
名
簿
は
石
瀧
豊
美
著

『
増
補
版　

玄
洋
社
発
掘
』
掲

載
の
「
玄
洋
社
社
員
名
簿
」
に

追
加
・
増
補
し
た
も
の
で
す
。

　
　

＊
『
玄
洋
社
発
掘
』
の
初

　

版
は
昭
和
五
十
六
年
（
一
九

　

八
一
）
五
月
二
十
日
。
付
載

　

し
た
名
簿
は
原
稿
段
階
で
進

　

藤
一
馬
、
妹
尾
憲
介
、
矢
野

　

憲
一
、
財
部
一
雄
の
各
氏
に

　

校
訂
を
お
願
い
し
た
。
平
成

　

九
年
（
一
九
九
七
）
八
月
二

　

十
五
日
、
増
補
版
刊
行
の
時

　

点
で
若
干
の
補
訂
を
加
え
た

　

が
、
基
本
的
に
は
初
版
当
時

　

の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
。

　

同
名
簿
（
延
べ
五
八
二
人
）

で
は
、
第
一
に
備
考
・
略
歴
欄

の
字
数
に
自
ら
制
限
を
課
し
た

こ
と
（
特
定
の
人
物
の
み
字
数

を
費
や
す
こ
と
を
避
け
た
の

と
、
全
体
の
分
量
の
圧
縮
を
計

ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
に

よ
る
）、
第
二
に
備
考
・
略
歴

の
根
拠
と
し
た
参
考
資
料
・
文

献
を
明
示
し
て
い
な
か
っ
た
こ

と
で
、
課
題
を
残
し
て
い
ま
し

た
。

　

そ
の
欠
を
補
い
た
か
っ
た
の

と
、
名
簿
に
新
た
な
人
名
を
追

加
す
る
必
要
か
ら「
玄
洋
社
員
・

名
簿
」
を
U
P
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

◇

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
名
簿
と
、

著
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
玄

洋
社
社
員
名
簿
」
と
の
違
い
と

特
徴
は
次
の
と
お
り
。

　

①
喜
多
島
家
文
書
か
ら
新
た

に
四
八
人
を
追
加
し
、
総
数
は

延
べ
六
三
〇
人
に
な
っ
て
い

る
。

　

②
「
備
考
・
略
歴
」
の
後
の

▼
以
下
に
、
当
該
人
物
に
関
す

る
参
考
資
料
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。
別
ペ
ー
ジ
に
そ
の
記
事
を

掲
載
し
た
場
合
は
、
リ
ン
ク
し

て
い
る
。

　

③
人
名
お
よ
び
「
備
考
・
略

歴
欄
」
で
外
部
に
リ
ン
ク
し
て

い
る
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
リ
ン
ク
先
の
一
覧
表
が

作
成
さ
れ
て
い
る
。

　

④
玄
洋
社
員
個
々
に
つ
い

て
、
著
書
、
研
究
書
の
あ
る
場

合
は
そ
の
書
名
一
覧
が
掲
げ
ら

れ
て
い
る
。
出
版
人
と
な
っ
て

い
る
ケ
ー
ス
も
同
様
の
扱
い
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
新
た
な

デ
ー
タ
を
常
に
補
い
、
誤
り
を

見
つ
け
た
場
合
は
、そ
の
都
度
、

訂
正
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

　

石
瀧
氏
は「
社
員
の
中
に
は
、

ま
だ
ま
だ
履
歴
や
墓
所
な
ど
が

不
明
の
方
が
多
い
。
読
者
の
皆

様
か
ら
の
ご
指
摘
、
ご
教
示
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
」

と
呼
び
か
け
て
い
る
。

造
園
・
緑
化　

�'
�R
�˘
�R
�~
��
�j
�P
º[
�V
��
��

　
　
　

株
式
会
社　

別
府
梢
風
園

代
表
取
締
役
社
長　

別　

府　

壽　

信

本　

社  　
　
　

福
岡
市
東
区
青
葉
一
丁
目
六－

五
三

　
　
　
  　
　
　

T
E
L 
〇
九
二－

六
九
一－

〇
六
七
八
㈹

　
　
　
  　
　
　

F
A
X 
〇
九
二－

六
九
一－

四
五
五
四

E
m
ail：

info@
shoufuen.co.jp

〒
８１３-
００２５

-

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

建
設
事
業
の
計
画
・
調
査
・
測
量
・
設
計
・
施
工
管
理

ジ
ー
ア
ン
ド
エ
ス
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

花　
　

田　
　
　

勲

福
岡
市
博
多
区
東
比
恵
三
丁
目
二
四
ー
九

〒
八
一
二
・
〇
〇
〇
七 
電
話
（
０
９
２
）
４
８
１
ー
３
１
０
０

東
京
都
杉
並
区
高
円
寺
南
一
ー
二
三
ー
一

〒
一
六
六
・
〇
〇
〇
三 
電
話
（
０
３
）
５
３
７
８
ー
５
８
０
０

千
葉
・
浦
和
・
神
奈
川
・
山
口
・
佐
賀
・
北
九
州
・
大
分
・
長
崎

本

社

東
京
支
社

営
業
所

地
下
施
工
の
ト
ー
タ
ル
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

　

Ｍ
・
Ｓ
・
Ｐ
（
地
中
連
続
壁
）、
弋
土
工
工
事
、
解
体
工
事
、
地
下
工
事
一
式
（
計
画
及
施
工
）

�@

��
�”
�H
�˘
��
�fi
��
�—

代
表
取
締
役
社
長　

中　
 
村　
 
隆　
 
輔

福
岡
市
中
央
区
舞
鶴
３
丁
目
２
の
６

０
９
２
（
７
５
１
）
９
３
８
１

０
９
２
（
７
１
４
）
０
９
０
５

熊
本
、
長
崎
、
鹿
児
島

本

社

T
E
L

F
A
X

出
張
所

賛
助
会
員
芳
名
録
　

年　

月
１
日
現
在

１７

１１

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

▼
法
人
・
団
体
の
部

　

【
三
万
円
】

中
村
工
業
㈱　
　

（
福
岡
市
）

㈱
別
府
梢
風
園　

（　

同　

）

バ
イ
オ
テ
ッ
ク
㈱
（
東
京
都
）

▼
個
人
の
部

　

【
三
万
円
】

藤
田　

賢
志　

（
久
留
米
市
）

小
林　

七
郎　

※
右
連
名

　

【
二
万
円
】

早
麻　

清
蔵　
　

（
福
岡
市
）

　

【
一
万
円
】

山
内
勝
二
郎　
　

（
福
岡
市
）

岩
崎　

成
敏　
　

（　

同　

）

酒
井　

智
堂　

（
鹿
児
島
市
）

間
地　

陸
人　
　

（
宮
田
町
）

北
川　

卓
逸　

（
大
野
城
市
）

池
上　

龍
一　

（
八
王
子
市
）

鶴
岡
美
和
子　
　

（
船
橋
市
）

井
倉
孫
二
郎　
　

（
福
岡
市
）

柴
田　

文
彦　
　

（　

同　

）

小
野　
　

繁　
　

（
宗
像
市
）

中
村　

敦
子　
　

（
東
京
都
）

森
永
与
七
郎　
　

（
上
毛
町
）

菊
川　
　

敲　
　

（
下
田
市
）

寺
田　

和
弘　
　

（
熊
本
市
）

矢
島　

隆
夫　
　

（
川
越
市
）

大
島　

泰
治　

（
大
野
城
市
）

皆
川　

明
彦
（
さ
い
た
ま
市
）

松
下
栄
三
郎　
　

（
福
岡
市
）

吉
田　

慧
子　
　

（　

同　

）

庵
原　

義
一　
　

（
古
賀
市
）

渕
上　

高
当　
　

（
福
岡
市
）

山
内　

雅
貴　
　

（　

同　

）

嶋
津　

好
子　

（
筑
紫
野
市
）

河
村　

祐
一　
　

（
福
岡
市
）

松
本　
　

健　
　

（　

同　

）

田
北　

利
蔵　
　

（　

同　

）

廣
木　
　

寧　
　

（
前
原
市
）

石
瀧
豊
美
氏

ネ
ッ
ト
で
「
玄
洋
社
員
名
簿
」
を
公
開

石
瀧
氏
の　

「
イ
シ
タ
キ
人
権
学
研
究
所
」で

HP
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金
も
て
駿
馬
を
あ
が
な
ひ
、
大

に
誉
を
得
玉
ひ
し
よ
し
、
む
か

し
の
書
に
も
見
え
た
り
き
。

　

さ
れ
ば
今
汝
に
与
ふ
る
こ
の

金
も
、 
努
 々
平
生
は
夫
に
も
語

ゆ
め
ゆ
め

り
な
せ
ぞ
。
夫
の
身
の
上
と
思

ふ
こ
と
の
出
来
た
る
時
、
出
し

て
夫
の
用
に
供
ふ
る
も
の
ぞ
と

く
り
か
へ
し
つ
ゝ
戒
め
玉
ひ
し

が
、
扨
こ
そ
今
日
は
間
に
合
せ

侍
り
ぬ
。

　

平
生
に
は 
見  
備 
は
す
ご
と

み 

そ
な

く
、 
厨
下
の 
器
さ
へ
不
足
が
ち

く
り
や
も
と

な
れ
ば
、 
況 
い
て
喰
ふ
べ
ん
も

ま

の
は
乏
し
さ
に
堪
や
ら
ね
ど
、

こ
の
金
に
手
を
触
て
は
夫
の
大

事
あ
る
時
、
何
を
も
て
当
侍
ら

ん
と
お
も
ふ
ま
ゝ
、
百
枚
の
金

は
持
つ
ゝ
も
、
櫛
笄
を
売
代
な

し
て
、
そ
れ
も
て 
日 
の
粥
の
代

ひ
び

と
な
し
は
べ
る
こ
そ
と
い
ひ

つ
ゝ
、
よ
ゝ
と
泣
沈
み
ぬ
。

　

新
士
も
一
度
は
う
る
さ
し
と

お
も
ひ
し
者
の
姿
さ
へ
、
心
ば

へ
さ
へ
小
梅
に
は
劣
ら
ぬ
松
江

の
、
か
く
ば
か
り
も
我
を
夫
と

重
ん
ず
る
よ
と
お
も
へ
ば
、
い

と
ど
あ
は
れ
に
お
ぼ
へ
て
、
涙

に
袖
を
打
し
ぼ
り
ぬ
。

　

其
夜
、
ま
た
小
梅
の
方
よ
り

切
な
る
文
の
来
た
り
し
に
、
又

も
や
狂
ふ
煩
悩
の
犬
に
お
は
れ

お
は
れ
て
、
博
多
の
町
に
う
か

れ
来
し
か
ば
、
小
梅
と
一
夜
語

ふ
中
に
、
松
江
の
情
も
打
忘
れ

つ
。

　

喜
五
郎
が
か
た
り
取
り
し
五

十
円
は
四
十
円
己
が
と
り
て
、

十
円
の
み
を
喜
五
郎
の
骨
折
代

と
て
与
へ
つ
ゝ
、
十
日
余
り
の

 
留
連 
に
の
こ
り
な
く
つ
か
ひ
す

い
つ
づ
け

て
、 
剰 
さ
へ
跡
の
五
十
円
を
も

あ
ま
つ

　

其
時
、
松
江
は
新
士
に
向

ひ
、
我
背
よ
、
左
な
屈
し
玉
ひ

ぞ
。
五
十
円
の
金
な
ら
ば 
妾 
が

わ
ら
わ

兼
て
蓄
へ
は
か
り
ぬ
。
其
を
も

て 
負
債 
を
済
し
玉
へ
と
い
ひ

お

い

め

つ
ゝ
、 
手  
匣 
か
い
探
り
て
、
五

て 
ば
こ

十
円
の
金
取
り 
出 
つ
、
二
人
の

い
で

中
へ
さ
し
出
し
け
る
。

　

新
士
は
更
な
り
。
喜
五
郎
も

ヒ
タ
と
呆
れ
て
詞
な
く
、 
少 しば 
時 

し

 
面
を 
見
合
せ
居
り
し
が
、
さ
て

お
も
て

其
儘
に
止
む
べ
き
に
も
あ
ら
ね

ば
、
喜
五
郎
金
を
手
に
取
り

つ
、
数
あ
ら
た
め
て
、
打
頬
笑

み
、 
這 
は
思
ひ
が
け
ざ
り
き
。

こ

放
蕩
三
昧
に
を
は
（
尾
羽
）
う

ち
か
ら
せ
し
此
家
な
れ
ば
、
兎

て
も
一
枚
の
金
さ
へ
調
ひ
が
た

か
ら
ん
と
□
□
来
し
に
、 
内
君 

う
ち
き
み

の
働
き
を
も
て
、
か
く
残
り
な

う
済
し
玉
は
る
と
は
、 
実 
に
夢

げ

に
牡
丹
餅
て
ふ
諺
に
も
勝
り
て

う
れ
し
く
候
ふ
ぞ
や
。

　

い
か
に
新
士
よ
、
今
は 
汝 
と

い
ま
し

云
ひ
分
な
し
。 
些
 々
来
よ
。
茶

ち
と
ち
と

に
て
も
飲
て
語
ら
は
ん
。
内
君

さ
ら
ば
よ
。
又
こ
そ
参
ら
め
と

い
ひ
つ
ゝ
、
立
ち
て
出
行
き
け

り
。

　

新
士
は
深
く
金
の
出
処
を
い

ぶ
か
し
み
、
松
江
に
む
か
ひ
て

其
由
問
へ
ば
、
さ
れ
ば
に
侍

り
、
か
の
金
は
妾
が
爰
家
に
嫁

し
づ
く
時
、
た
ら
ち
ね
の
母
刀

自
が
妾
を 
傍 
に
よ
び
よ
し
つ
、

か
た
え

百
円
の 
黄
金 
を
賜
は
り
つ
ゝ
、

こ

が

ね

扨
戒
め
玉
ふ
様
は
、
こ
の
黄
金

は
汝
の
夫
の
大
事
に
及
ぶ
ま
で

隠
し
持
ち
て
、
妄
り
に
な
使
ひ

 
捨 
ぞ
。

す
て

　

む
か
し
山
内
一
豊
ぬ
し
の
妻

は
、
父
よ
り
十
枚
の
金
賜
り

宇
田
川
文
海
『
西
南
拾
遺
』　（
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
）

玄
洋
社
関
係
史
料
の
紹
介 

石
瀧
　
豊
美

石
瀧
　
豊
美 

第３６回

明
治
十
二
年
七
月
刊
行

　
　

小
室
信
介
閲

　
　

宇
田
川
文
海
編
輯

　
　
　

『
西
南
拾
遺
』
巻
之
二

松
江
、
義
に
依
て
喜
五
郎

に
伴
は
る
。

て
、
其
を
鏡
台
の
中
に 
秘 
お
き

ひ
め

つ
。 
平  
生 
に
は 
麁 
衣
麁
食
を
甘

つ 

ね 

そ

じ
玉
ひ
、 
苟
に 
も
そ
の
金
の
事

か
り
そ
め

は
い
ひ
出
し
玉
は
ざ
り
し
か

ば
、
夫
一
豊
も
こ
れ
を
知
り
玉

は
ず
。

　

斯
く
し
て
貧
苦
の
中
に
世
を

渡
り
し
が
、 
一 
日
、
一
豊
外
よ

あ
る

り
帰
り
て
東
国
の
馬
商
人
、
一

の
駿
馬
を
牽
き
来
り
、
此
国
の

 
武
士 
に
売
り
つ
け
ん
と
な
し
た

も
の
の
ふ

れ
ど
、
一
人
と
し
て 
贖 
ひ
得
る

あ
が
な

も
の
な
し
。
あ
は
れ
か
ゝ
る
良

馬
を
買
得
て
戦
場
に
乗
出
た

ら
ん
に
は
、
い
か
ば
か
り
か

称 
誉

    

に
あ
ら
ん
に
、
銭
な
き

ほ

ま

れ

者
は
口
惜
し
く
詮
す
べ
な
し
、

と
い
ひ
つ
ゝ
太
き
吐
息
つ
き
て

嘆
息
な
し
ぬ
。

　

妻
こ
れ
を
聞
て
、
さ
れ
ば
そ

の
価
は 
幾
何 
に
て
は
べ
る
か
と

い
く
ば
く

問
ふ
。
一
豊
い
ひ
け
る
は
、
馬

の
価
は
十
両
な
り
し
と
。
妻
、

こ
れ
を
聞
き
て
、
鏡
台
の
中
よ

り
か
の
十
枚
の
金
を
と
う
出

て
、
一
豊
の
前
に
さ
し
お
き
、

こ
れ
を
も
て
そ
の
駿
馬
を
贖
ひ

得
さ
せ
玉
へ
と
い
ひ
け
り
。

　

一
豊
お
ど
ろ
き
て
、
斯
る
黄

金
の
あ
り
し
な
ら
ば
、
な
ど
平

生
の
貧
苦
を
助
け
ざ
り
し
か
、

と 
怨 
じ
け
れ
ば
、
妻
答
へ
て
、

え
ん

さ
れ
ば
に
侍
り
、
平
生
の
用
に

な
さ
ざ
れ
ば
こ
そ
、
今
日
の
大

事
に
用
立
ち
侍
り
ぬ
と
い
ふ

に
、
一
豊
も
感
服
な
し
つ
。
其

松
江
を
す
か
し
て
欺
き
取
り
、

四
月
余
り
も
居
つ
づ
け
て
、
家

へ
は
一
度
も
か
へ
ら
ざ
り
け

り
。

　

か
く
つ
れ
な
く
あ
ひ
し
ら
は

ば
、
い
か
に
操
か
た
き
松
江
に

も
居
る
に
得
堪
え
で
逃
げ
帰
り

な
ん
と
、
巧
み
て
な
せ
し
事
な

る
が
、
松
江
に
は
少
し
も 
厭 
ふ

い
と

色
な
く
、
夫
の
留
主
を
い
と
堅

固
に
ぞ
守
り
け
る
。

　

か
く
て
日
を
送
る
中
に
、
春

過
ぎ
て
夏
さ
へ
も
水
無
月
の
末

と
も
な
れ
ば
、
夏
は
つ
る
あ
ふ

ぎ
と
あ
き
の
白
露
と
い
づ
れ
が

さ
き
に
お
か
ん
と
す
ら
ん
と
、

昔
人
が
詠
ぜ
し
も
身
に
あ
た
り

て
、
春
ま
だ
す
ぎ
ぬ
頃
よ
り
し

て
、
は
や
秋
風
の
立
ち
し
此
身

な
れ
ば
、
今
は
は
や
秋
の
扇
と

共
に
打
捨
ら
れ
て
、
白
露
の
は

か
な
き
浮
世
を
感
ず
る
ぞ
。

　

憂
き
貧
し
さ
に
家
さ
へ
破
れ

て
、
雨
風
の
す
き
間
も
る
軒
端

に
、
ち
ら
ち
ら
と
飛
び
か
ふ
蛍

火
を
見
て
は
、
草
ふ
か
き
あ
ま

も
る
や
ど
の
と
も
し
び
の
、
風

に
消
え
ぬ
は
蛍
な
り
け
り
と
、

詠
ぜ
し
も
お
も
ひ
出
さ
れ
て
あ

は
れ
な
り
。

　

斯
く
て
文
月
に
も
な
り
ぬ
れ

ば
、
秋
来
ぬ
と
目
に
は
さ
や
か

に
見
え
ね
ど
も
、
風
の
音
に
ぞ

お
ど
ろ
か
れ
ぬ
る
と
詠
ぜ
し
如

く
、
桐
の
葉 
戦 
ぐ
秋
風
に
、
胸

そ
よ

と
ど
ろ
き
て
空
う
ち 
詠 
む
れ

な
が

ば
、
天
の
河
の
白
み
わ
た
り
て

み
ゆ
る
に
つ
け
て
は
、 
二  
星 

に 

せ
い

 
適  
 々
逢
ふ
て
、
未
だ 
別  
緒  
依  
 々

た
ま 
た
ま 

べ
つ 
ち
ょ 
い 

い

の
恨
み
を 
叙 
べ
ざ
る
に
、
五
夜

の

将
に
明
け
な
ん
と
し
て
、
頻
り

に
涼
風
颯
々
の
声
に
驚
く
と
い

ひ
し
詞
を
も
お
も
ひ
く
ら
べ
、

 
実 
に
妾
は
一
と
せ
に
一
夜
ま
み

げゆ
る
七
夕
の
契
に
も
劣
り
し
身

や
と
う
ち
か
こ
ち
、
盂
蘭
盆
会

の
灯
火
の
光
を
見
て
も
、 
我
魂 

わ
が
た
ま

の
夫
を
慕
ふ
て
迷
ひ
出
し
か
と

も
い
ぶ
か
し
み
つ
ゝ
、
葉
月
の

頃
と
も
な
り
ぬ
れ
ば
、
園
の
木

の
葉
の
ひ
ら
ひ
ら
ひ
ら
ひ
ら
、

一
つ
二
つ
三
つ
四
つ
と
嵐
に
つ

れ
て
落
散
る
様
を
見
、
庭
の
露

草
に
し
う
し
う
と
す
だ
く
虫
の

音
の
ひ
び
く
を
聞
く
に
つ
け
て

も
、
大
底
四
時
心
総
て
苦
し
。

　

中
に
就
て
、 
腸
を  
断 
は
、
是

は
ら
わ
た 
た
つ

れ
秋
の
天
と
白
居
易
の
詠
ぜ
し

も
思
ひ
出
ら
れ
て
心
く
る
し

く
、
今
来
ん
と
誰
頼
め
け
ん
、

秋
の
夜
を
あ
か
し
か
ね
つ
ゝ
松

虫
の
な
く
と
或
人
が
読
み
し

も
、
わ
が
ま
つ
背
子
は
い
つ
か

帰
へ
ら
ん
と
、
か
こ
つ
ぞ
哀
れ

な
る
。

　
 
況 
い
て
十
五
夜
の
隈
な
き
月

ま

を
見
て
は
、
わ
が
胸
の
曇
り
が

ち
な
る
を
悲
し
み
て
、
錦
を
織

る 
機 
の
中
は
相
思
の
字
を 
弁 

は
た 

わ
き
ま

へ
、
衣
を 
擣 
つ
砧
の
上
に
俄
に

う

怨
別
の
声
を
添
ふ
と
い
ひ
し 
辞 

こ
と
ば

を
ば
吟
ず
め
り
。

松江は健気に新士の帰りを待った。写真は新
士と小梅が出会った水茶屋の側を流れる御笠
川。新士もこの流れを見たのだろうか


